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独立行政法人医薬基盤研究所の新オフィスをナレッジキャピタルに開設 

 
 独立行政法人医薬基盤研究所（大阪府茨木市、理事長：米田悦啓、以下「医薬基盤研究

所」）は、グランフロント大阪の中核施設「ナレッジキャピタル」（運営：株式会社ＫＭＯ、

本社：大阪市北区、代表取締役：間渕豊）内に新オフィスを開設します。 
  
 医薬基盤研究所の創薬支援戦略室は、創薬支援ネットワーク（＊１）の中核的組織として、

東京に東日本統括部、大阪に西日本統括部をそれぞれ設置し、創薬研究等を経験したコー

ディネーターを配置して、全国の大学や研究機関等に対して、シーズの選定、技術支援の

調整、製薬企業への導出等の出口戦略の策定など、探索研究から前臨床試験までの応用研

究のステージを中心に、実用化を目指したシームレスな支援を行います。 
今般、西日本統括部のオフィスをグランフロント大阪の中核施設「ナレッジキャピタル」

内に設けることにより、研究者に対する相談・助言や製薬企業等との打ち合わせなどにつ

いて利用者の利便性の向上を図るとともに、同じく「ナレッジキャピタル」に入居してい

る独立行政法人医薬品医療機器総合機構関西支部（PMDA-WEST）と連携し、創薬に向け

たシームレスな支援体制の構築を図り、医療関連イノベーションの促進に貢献していきま

す。 
また、医薬基盤研究所研究振興部のうち、実用化支援課（＊２）についても創薬支援戦略室

とともに移転し、業務を行います。 
今後、医薬基盤研究所の創薬に関する情報発信や交流の拠点として活用してまいります。 
 

〈入居概要〉 
所 在 地  〒530-0011 大阪市北区大深町３番１号 グランフロント大阪  

タワーＢ１４階 
営業開始日  平成２５年１１月１日 
電 話 番 号  創薬支援戦略室 ０６－６３７２－１７７１ 
       実用化支援課 ０６－６３７２－１７８８ 

＊本報道資料は、厚生労働記者会、厚生日比谷クラブ、大阪府政記者会、 

府庁薬業記者会、大阪建設記者クラブ、大阪経済記者クラブへ配布しております。 
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【本プレスリリースに関するお問い合わせ先】 
独立行政法人医薬基盤研究所 総務部総務課（吉武）Tel：072-641-9811   
 
【ナレッジキャピタルに関するお問い合わせ先】 
株式会社 KMO（古市） Tel：06-6372-6477 


